
2017 連合白書 お詫びと訂正 
 
2017 連合白書をご愛読いただき誠にありがとうございます。 
制作に当たっては細心の注意をはらい進行しておりますが、一部データに誤り

がございました。 
 
【訂正箇所】82 ページ上 図 2 
 
【訂正内容】グラフ内の幼稚園教諭の平均年収位置を以下の図のように修正 
 
読者の皆様ならびに関係者の皆様にご迷惑をおかけしましたことを深くお詫び

申し上げます。 
 
 
 
 

 
 

2017 年 1 月 
日本労働組合総連合会 

■出所：厚生労働省「平成27年賃金構造基本統計調査」より連合作成 

図２［各職種の勤続年数と平均年収］ 
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図２［各職種の勤続年数と平均年収］ 

■出所：厚生労働省「平成27年賃金構造基本統計調査」より連合作成 

正 誤 
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持続可能な社会の実現に向けて 

介護保険制度は2000年に創設されて以来着実

に普及し、サービスの利用者は149万人（2000

年４月分）から526万人（2016年３月分）と3.5

倍に急増している。人口減少・超少子高齢化が

進行する中、介護を理由に退職をする、いわゆ

る「介護離職」者は年間で10万人を超えており、

高齢者だけでなく働く者にとっても、介護サー

ビスの需要は一層高まっている。 

ところが、介護の現場では慢性的に人手が不

足している。厚生労働省は2025年時点で約253

万人の介護人材が必要と推計しており、現状よ

りさらに約80万人増が必要となる。近年の有効

求人倍率の推移を見ると、介護分野は全職業平

均よりも水準・伸び率ともに高く（図１）、人材

不足は今後一層深刻化することが懸念される。 

政府は、介護人材の確保に向けて、賃金月額

平均１万円相当の改善を2017年度より実施する

との「未来への投資を実現する経済対策」を８

月２日に閣議決定した。しかし、全産業平均と

の月額平均10万円の格差（図２）の解消には全

く不十分である。また、介護職員処遇改善加算

も、2015年度介護報酬改定で増額されたが、厚

生労働省「平成27年度介護従事者処遇状況等調

査」では、「給与表を改定して賃金水準を引き上

げ（予定）」は17.7％にとどまり、賃金水準の改

善に十分つながっているとは言い難い。 

誰もが安心して介護サービスを利用でき、仕

事と介護が両立できる社会を実現するには、介

護人材の一層の処遇改善に向けた継続的な取り

組みと、人材の定着につながる賃金体系の構築

を促進することが急務である。そのため、介護

職員処遇改善加算の実効性を高めるとともに、

各事業所の労使交渉により、さらなる処遇改善

を実現する必要がある。また、労働組合の交渉

力を高めるため、介護労働者の組合参加を促す

取り組みを進めることが重要である。 

１７ 介護従事者の人材確保に向けて処遇の改善を 

■出所：厚生労働省「平成27年賃金構造基本統計調査」より連合作成 

図１［有効求人倍率（介護分野）と失業率］ 

 

1.10 

1.38 

1.68 

2.00 

2.31 

1.48 

1.31 

1.58 

1.74 
1.82 

2.22 

2.59 

0.80 

0.92 

1.02 1.00 

0.84 

0.44 0.48 

0.59 

0.72 

0.83 

0.97 

1.08 

4.7 

4.4 

4.1 

3.9 

4.0 

5.1 5.1 

4.6 

4.3 

4.0 

3.6 

3.4 

0.0 

1.0 

2.0 

3.0 

4.0 

5.0 

6.0 

0.00 

0.50 

1.00 

1.50 

2.00 

2.50 

3.00 

04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15

（倍） （％）

（年度）

0 0

失業率（右目盛）

有効求人倍率

（左目盛）

介護分野

全職業

0

200

400

600

800

1000

1200

0 2 4 6 8 10 12 14 16

勤続（年）

年収

医師

高等学校教員

百貨店店員

幼稚園教諭

プログラマー

歯科医師

薬剤師

看護師

理学療法士、作業療法士

福祉施設介護員

316.1万円、6.0年

全産業平均

450.5万円、11.1年

介護支援専門員

370.7万円、8.7年
保育士

（保母、保父）

ホームヘルパー

304.3万円、6.6年

（万円）

■注 ：2011年度の失業率は東日本大震災の影響により、岩手・宮城・福島県の

３県を除く結果 

■出所：厚生労働省「職業安定業務統計」、総務省「労働力調査」 

図２［各職種の勤続年数と平均年収］ 


